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はじめに

金沢大学短期留学プログラム（KUSEP： Kanazawa University Short Term

Exchange Program）は１９９８年の１０月に第一期生２４名の留学生を迎え入れて始まり，

２００２年９月に第四期生が帰国するまで４年間で合計１１０名の留学生がこのプログラム

で学んだ。この４年間に金沢大学と交流協定を結んでいる海外の大学も２２校から４５校

へと増え，受け入れ定員も開始当初の２０名であったものが第３期の２０００年から２５名へ

と拡大された。

KUSEPは必修科目の日本語，日本に関係することを学ぶ選択必修科目，専門を学

ぶ選択科目および自主研究（希望する者）より構成されている。このプログラムは１

年間または半年間の留学プログラムで，日本語科目以外の講義は英語でなされている

が，日本語が必修科目であるという特徴を持っている。留学生は全員金沢大学角間キャ

ンパス内にある留学生用の寮（国際交流会館）に住み，角間と小立野キャンパスで学

んでいる。

KUSEPがこのプログラムに参加した学生にどのように評価されているか，どのよ

うな点が改善されなければならないかについては，毎年８月の講義が終了した時点で，

留学生と関係する教員，職員との意見交換会を開いてきた。しかし意見交換会という

短い時間の制約の中では，多人数の留学生の意見を十分にくみ取れない面が残り，結

果の分析が難しいという問題もあった。そこで，第三期と四期の留学生を対象にして

プログラム終了時点でアンケート調査を行った。本稿ではアンケートの結果を提示し，

分析を試みた。

I． 方 法

第三期（２０００年１０月～２００１年９月）の学生３０名と第四期（２００１年１０月～２００２年９月）

報 告
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の学生２９名，計５９名をアンケート調査の対象とした。８月初旬，KUSEPの講義が全て

終了した時点で留学生に調査用紙を配り，回答してもらった。アンケートの質問と結

果は論文末の付録に示した。回答した学生は第三期２４名（回答率８０.０％），第四期２３名

（７９.３％），合計４７名（７９.７.０％）であった。学生の国籍は１２ヶ国，送り出し大学を地

域別に留学生数をみると，アジア，ヨーロッパ，北米がほぼ同じで約３０％，オースト

ラリア１０％であった（表-１）。性別は男２３名，女２４名であり，専門分野は文系２８名，

理系１７名，ダブルメイジャーの文理系２名であった。留学期間は一年間の留学生４０名，

半年間の留学生７名であった。必修科目の日本語の単位が取得できた学生３７名，でき

なかった学生１０名，１年間のプログラムの修了証を取得した学生３４名，取得できなかっ

た学生６名であった。

回答の結果は度数分布が著しく偏らない項目を変数として使って分析した。使用し

た項目は，１）性別，２）留学期間（１年，半年），３）専門分野（理系，文系），４）日

本語の単位取得状況，５）終了証の取得状況，６）KUSEPを選んだ理由（Q-３），７）

来日前の資料の入手（Q-１），８）KUSEPに関する情報の入手（Q-２），９）日本語の

レベル（Q-５），１０）選択必修科目の有用性（Q-７），１１）選択必修科目は日本理解に

役立ったか（Q-８），１２）日本人学生との交流に満足したか（Q-１６），１３）修了証はプ

ログラムを修了する目標になるか（Q-１９），１４）参加証は有用か（Q-２１），１５）単位互

換の有無（Q-２２），１６）チューターは役立ったか（Q-２５），の１６項目である。また総合

的なKUSEPの評価は１）５段階に点数化した満足度，２）友達にKUSEPに来ること

を薦めるか，３）勉強や仕事で日本に再びもどって来たいか，の３つを指標として用い

分析を行った。使用した統計用コンピューター・ソフトウェアーはStatview及び

HalWinである。

II．結果と考察

１．KUSEPを選んだ理由

KUSEPを選んだ理由（Q-３：資料参照）を表-２に示した。「日本，日本文化，日本

語，KUSEP等に興味があった」という積極的な理由と，「金沢大学が協定校である」

とか「奨学金がある」という制度に関係する理由が大半を占めた。「KUSEPについて

はあまり知らなかった」とか，「自分で選んだのではない」という消極的な理由も少数

あった。理由の構成比には地域的な差が見られた。アジアとオーストラリアの大学か

ら来た留学生は「日本，日本文化，日本語等に興味あった」という理由が大半を占め

た。アメリカの大学から来た学生は大部分の者が「協定校」，と「奨学金」といった制
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度的な理由をあげた。ヨーロッパの大学からの留学生は「興味」と「協定校」とがほ

ぼ同数を占めた。

２．KUSEPに関する資料・情報の入手

日本に来る前にKUSEPと科目（class）について十分な資料が得られたかとの質問

（Q-１），資料やオリエンテーションからクラスについての情報が十分得られたかとの

質問（Q-２）には約２０%（８/４７，９/４７）が不十分であったと答えた。情報が得られ

なかったと答えた者が特定の地域，大学に偏る傾向が見られた。今後各大学と個別に

情報の交換を行い，来日前に全ての学生へ資料が行き渡るよう改善されなければなら

ない。また金沢大学に着いてからの情報の伝達についても，KUSEP全体のオリエン

テーション，各科目ごとのオリエンテーションの強化が必要である。

３．必修科目（日本語）

ほとんどの留学生（４５/４７，９６%）が日本語は必修科目であった方がよいと答えてい

る（Q-４）。日本語の単位が取得できなかった者は４７名中１０名（２１%）いたが，その

内９名が必修でよいと考えた。「自分の日本語クラスのレベルと自分の日本語レベルが

合わなかった」と答えた者が１０名（２１%）いた（Q-５）。しかし，レベルの適正・不

適正は日本語の単位取得状況には関係していなかった。

日本語クラスに対するコメント（Q-６）は表-３に示した。意見の内容ではプレイス

メントテストと自分のレベル，教育内容の文法と会話についての意見が比較的多かっ

た。クラスのサイズ（受講人数）について触れた者，米国から来た学生で自分の国の

授業の方法と金沢大学での方法が異なり苦労したとコメントした者がそれぞれ複数存

在した。

４．選択必修科目

選択必修科目はKUSEPの大部分（３８/４６，８２.６％）の留学生にとって受ける価値が

あって（Q-７），日本理解にも役立っていた（３６/４６,７８.３%）（Q-８）。コメント（Q-

９）は表-３に示した。コメントの約半数は「面白かった」「良かった」と答えていた。

「選択必修科目をもっと増やす」ことと「深く教えて欲しい」との意見も複数あった。

また英語を母国語にしない学生２名から，選択必修科目では日本語を使い講義をして

欲しいという意見があった。
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５．選択科目

留学生の取りたいと思った科目（Q-１０）とその頻度を表-５に示した。「日本文化体

験」，「武道」の２科目を挙げたものが多かった。この２つの科目は専門が文系理系に

かかわらず多くの者によって挙げられた。「日本文化体験」，「武道」以外に，文系１５科

目を２４名の学生が，理系８科目を１４名の学生が挙げた。当然のことであるが，文系の

学生は文系の科目を，理科系の学生は理科系の科目を多く取りたいと考えていた。日

本に関係する科目は特に文科系の学生によって挙げられた。取りたいと考えた理由

（Q-１１）では「興味」を挙げたものが圧倒的に多かった（表-６）。「日本文化を知る，

理解する」，「自分の専門」を挙げた者がそれに次いだ。２名が「自分の大学ではできな

いから」と答えた。

６．自主研究

４７名の学生のうち２４名が自主研究を行った。ほとんどの学生が自分の研究に適した

指導教官を見つけており（２２名，９２%），その指導に満足している（２３名，９６%）。

自主研究についてのコメント（表-７）の中にも自主研究を行い満足を表明している

ものが多かった。「来る前に自主研究について考えるべきだ」という意見があったが，今

後考えてみるべき課題である。

７．学生交流

KUSEPで学ぶ留学生は回答した４７名全員が，KUSEPプログラムに来たことに

よっていろいろな国の留学生との交流の機会が与えられたと考えている（Q-１５）。

KUSEPの留学生の環境は，世界の様々な地域から来た留学生が一処に住み，同じク

ラスで学んでいる。その過程で交流が深まるのは当然の成り行きだと思われる。しか

し，日本人学生との交流（Q-１６）については半数弱の留学生（２２名，４７%）が満足し

ていなかった。その理由（Q-１７）は「日本人と会う機会や話す機会が少ない」という

ものが多かった（表-８）。現在KUSEPの留学生は受講する講義は，KUSEPのために

用意されたものが大部分で，またほとんどの居住者を留学生が占める大学内の寮に住

んでいる。意識して外に出て交流をしなければ，日本人学生とあまり接触しなくとも

よい環境で１年間を送っている。KISSと Tomodachi（両者とも学生の留学生交流ボ

ランティア団体）が例外的に留学生が住む寮の common roomで定期的に留学生を交

えた集会を開いている。これらのボランティア団体に対してのコメントがいくつか

あったが，評価は２つに分かれていた（表-８，９）。このような状況の中で，日本人学

生との交流の機会を増やすために（Q-１８），日本人学生と一緒のクラスで勉強するこ

Title:6-岡沢.ec4 Page:70 



－ ７１ －

学生による留金沢大学短期留学プログラムの評価と評価に関与する要因 （岡沢・ビットマン ハイコ）

とや日本人と混住の寮を望む意見が多かった。日本人学生と共に参加するさまざまな

行事の提案もあった。注目すべき点として，部活に関する意見が３名から出された。

短期留学生にとってのクラブ活動を含めた課外活動の可能性や意義を今後更に追求す

る必要がある。

８．修了証，修了単位数，参加証，単位互換，取得単位数，日本語単位取得

半数以上の留学生（２５/４６，５４.３%）が，修了証の取得はKUSEPに参加する目標，

プログラムをやり通す目標になると答えた（Q１９）。しかし，目標に「なる」と答えた

者と「ならない」と答えた者の間に終了証の取得率に有意差は見られなかった。現在

年間２０単位がKUSEP修了要件となっているが，ほぼ全員（４５/４６，９７.８%）がそれで

よいと答えた（Q-２０）。参加証については６０%以上の学生が有用であると答えている

（Q-２１）。KUSEPの単位がすべて互換できる大学は８校，一部できるのは６校，でき

ない大学は８校（この内２校について，他の学生はできる，あるいは一部できると答

えている）であった（Q-２２）。わからないと答えている学生は１０名いた。今後，単位

互換のない大学へは互換できるよう働きかけと共に，それぞれの大学で来日前に単位

互換について学生に説明してくれるよう申し入れする必要がある。

留学生の取得単位数は一年間の留学者（４０名）で１７～３６単位（平均２３.４，標準偏差３.７），

半年間の者で７～１３（平均１１.０，標準偏差２.５）であった。取得単位数と自分の大学で

の単位互換の可否との関係を調べると，有意な関係は検出されなかった。すなわち，

自分の大学で単位が互換されるからといって，KUSEPでより多くの単位を取得する

ことはなかった。日本語についても同様で，単位互換の可否と単位が取得状況との間

に有意な関係は見られなかった。

９．住環境，学習環境

住環境については良かった点（Q-２３）と改善するべき点（Q-２４）を記述してもらっ

た。良かった点について，最も多くの者が「寮（国際交流会館）の部屋」，「寮」それ

自体，「common room」を挙げた（表-１０）。寮が大学に近いことも良い点として挙げ

られた。施設の面の良い点では「インターネットアクセス」，「暖房」があった。寮は

様々な国の留学生が住んでいるので，「いろいろな国の人との出会い」を挙げた者，

「住んでいる学生や関係する先生・事務スタッフの親切さ」も複数の学生が挙げた。

住環境で改善すべき点は多岐に渡っている（表-１１）。学外が関わる問題として「町

からの距離」，「バスの不便さ」，「銀行や郵便局の問題」，学内の施設に関しては「図書

館や公衆電話等の改善」の要望が高い。住んでいる寮に関しては，様々な設備が改善
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すべき点として挙げられた。特に「インターネットアクセスが各部屋に欲しい」とい

う者，「暖房の改善」を望む者が何人もいた。寮の中の管理の問題（ごみ，タバコ等を

含む）を少なからぬ学生が指摘した。

大学がつけてくれるチューターが勉学のために有効だったかを尋ねると（Q-２５），

４６人中１９名（４１.３%）が「有効ではない」と回答した。チューターと日本語単位取得

との有意な関係は見られなかった。またチューターが有効であった者とそうではな

かった者の取得総単位数にも有意な差は見られなかった。

１０．KUSEPに対する評価とそれに影響する要因

満足度：留学生に満足度を１から５の５段階で示してもらった（Q-２６）。数字が大

きくなるほど満足度が高く，５はとても満足したレベルを表す。アンケートでは

１，２を選んだ学生はおらず，全員３から５の範囲を選んだ。３は１０名，４は２７名，５は

１０名であった。平均値は４.０で標準偏差は１.０であった。KUSEPを友達に奨めるかとい

う質問（Q-２７）に対し４７名中４６名（９７.９%）が「奨める」と答えた。また，勉強や仕

事のため再来日したいかとの質問（Q-２８）に対し４４名（９３.６%）が「再来日したい」

と回答し，１名が「しない」と答えた。これらの結果から判断すると，ほとんどの留学

生がKUSEPに対しある程度の満足感をもち，KUSEPを友達に奨められるプログラ

ムと考えていることがわかる。再来日の意志からみても，日本に良い印象を持ってい

ると推定できる。

次に，満足度にどのような要因が影響を与えるかを調べた。１６項目を変数として，１

変数づつを満足度とペアにし統計学的に検定すると（対応なしt検定），２つの項目で有

意の差が見られた。日本語が「必修科目で良い」と答えている者が「必修でなくとも

よい」と答えている者より，チューターが「役に立った」と答えた者が「役立たない」

と答えた者より満足度が有意に高かった。

個々の独立変数から他の独立変数の影響を取り除いたときの，１つ１つの変数の満

足度（従属変数）に与える影響の大きさを，数量化論理 I類を使って調べた。カテゴ

リー・ウエイトはある項目（独立変数）のあるカテゴリーに属すことによって，満足

度の値がどのように動くかを表している。変相関係数は各独立変数の影響の強さを表

す係数である。１６の独立変数全体の影響の強さは重相関係数で，寄与率は重相関係数

の２乗で表される。一番影響の強い項目は「チューターの有効性」であり，以下「選

択必修科目が日本理解に役立ったか」，「日本語クラスが自分のレベルに合っていた

か」，「KUSEPを選んだ理由」が続く。今後KUSEPに参加する学生の満足度を更に

上げようとすれば，この４点の改善が有効である。一方，「修了書の取得」，「日本語の
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単位の取得」，「単位の互換」，「日本人学生との交流」は影響力が小さかった。これら

を改善してもすぐに満足度が上昇しないであろうが，学生の授業への参加と学生間の

交流に関係する重要な要因である。特に「日本人学生との交流」は留学生の方からの

視点だけでは十分ではない。日本人学生からの評価も必要である。

全般として重相関係数は０.６３７で寄与率は０.４０６とそれ程大きくはない。ここでの分

析には住環境という重要な項目が変数として入っておらず，それが寄与率が高くなら

なかった原因の一であろう。今後の調査では住環境に対するコメントを書いてもらう

ばかりではなく，評価する項目を追加し分析に加えることにより重相関係数が大きく

なる可能性が高い。

終わりに

このアンケート調査から，KUSEPは多くの留学生から，全体としては良い評価を

得ていることがわかる。しかし個別の問題ではいまだに整備されていない点も多数

残っている。中でも大きな問題として，KUSEPを積極的な理由で選んでいる学生を

どう選抜するか，日本語の教育に係わる問題，日本理解のための科目の充実，チュー

ターを含めた日本人学生との関係，等があげられる。最後の問題に関しては，日本人

学生からの視点も含めて検討しなければならない。金沢大学で解決できる問題につい

ては大学が主体的に取り組まねばならないが，一方では派遣大学と協力して取り組ま

なければない問題もある。派遣大学との情報交換を密にして対処していく必要がある。

【資料：質問と回答の結果】
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表－１ 地域別留学生数

回答者（�）�����全体（�）地 域
�１５�（３１�９）�３２�（２９�１）ア ジ ア
� ５�（１０�６）� ９�（８�２）オーストラリア
�１４�（２９�８）�３７�（３３�６）ヨ ー ロ ッ パ
�１３�（２７�７）�３２�（２９�１）北 米
�４７�１１０合 計

表－２ 留学生が�����を選んだ理由

頻 度
米 国ヨーロッパオーストラリアアジア理 由

０１００
�����は日本語の勉強や異文化体験
のために魅力的だった

０３００日本語
０００１日本と英語を勉強したかった
０３０１日本文化
０２２６日本への興味
０１００日本に行く良いチャンス
０００１�����は魅力的だった
１０００魅力的だった
００２１興味があったから
００１０よくまとめているから
８５０１協定校
１０００単位交換
２００１奨学金
０００１先輩のすすめ

０００１
�����はいったいどういうコースか
は来る前によく分らなかった

１０００自分で選択しなかった
１３１２５１４合 計
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表－３ 日本語クラスについてのコメント

頻度コメント
１満足している
１いっぱい練習させていただき、おかげさまで日本語が大分上手になった
１面白かったけれども、とても難しい
１もっと高いレベルへ行くことができたら、いいと思う
１レベルに相応しかった
１�����������	�は難しすぎる
１�����������	�は留学生の日本語のレベルを正しく示さない
１時々テストをさせ、自分に適当なクラスで勉強できるように
１１２人以上ならクラスをわけてほしい
１クラスは大きすぎることもあった

１
日本語の基礎は良く分かるようになった。テストの方法は日本語の理解より暗記することを重
視する

２もっと会話したかった
１文法の授業は日常生活にもっと合うようにしてほしい
１文法ばかり、自分からの発言できる時間が与えられていない
１文法を英語で説明して欲しい。先生方はよかった
１宿題が多すぎる

１
不満足。母国の授業やり方と異なり苦労した。進む速さが速過ぎる。文法を本当に使う時間が
与えられていない

１母国の日本語の授業のやりかた方と異なって、最初は難しかった
１先生方はよくやってくれた。しかし学生を大人扱いしていない質問するのは望ましくない
１先生方はよくやってくれたし、学生の面倒も見た。日本語�１クラスはあまり難しくなかった
１日本語�����を週５回にしたほうがいい
１�クラスでのテープの使用はあまりよくない。特に最初テープは速すぎてついていけなかった

１
日本語�クラスはよかった。日本語�クラスはあまりよくなかった。漢字�と�クラスはと
てもよかった

１
日本語�１クラスの教科書が好きになれなかった。文法などの説明は不十分。会話クラスのレ
ベルについていけなかった

１漢字�クラスはよかったが、漢字�クラスは大変難しかった。テキストなどは勉強しにくかった
１いろいろ問題があった
１クラスは朝早すぎる
１８無回答
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表－４ 選択必修科目に対するコメント

頻度コメント
３面白かった
１面白かった。日本や金沢の文化をよく理解できた
１面白かったが、ほかのクラスとあまり変わらない
１面白くないテーマもあった
１選択必修のクラスはよかった
１楽しかった
２よかった
１とてもよかった。日本語のクラスの宿題は多すぎたため他のクラスは取れなかった
１フィールドトリップをするのは良かった
１日本の歴史の授業が欲しい
２選択必修科目はもっといろいろなものがあったほうがいい
１授業を自分で選択したい
２もっと深くしてほしい
１それぞれのクラスの必要条件はクラスの最初にもっとはっきり教えるべき
１９０分の講義よりも討論し、小さいグループで勉強をする
１先生方の英語能力は低かった。日本語でのほうがいい

１
日本語レベルを向上させるために、英語を母国としていない学生のために選択必修科目は日本
語で行うべき。レジメは英語で

１���������先生のクラスは面白かった。外国人として日本での生活経験
１日本人の心理と思想は面白かったけれども、日本人論は大切ではなかった
１英語のコースはちょっと弱かった。週に一回だけだった
１その他（日本文化体験が一番面白いクラスだった）
２２無回答

表－５ 取りたかった選択科目

頻度科 目頻度科 目
３日本の自然と生物３０日本文化体験
２計算科学１６武道
２物理学３日本人論
２流体力学３言語学
２電気技法３経済
１日本経済２日本の言語と文化
１自然環境と野生生物２文化比較
１地球環境科学２比較政治学
１土木建設工学総論１すべての日本文化に関する授業
１���１日本文化関係

１道
２自主研究１心理学
１たくさん１日本人の心理と思想

１カズオ・イシグロの世界
１ディスカッション・クラス
１日本の政治・法制・社会入門
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表－６ 選択科目を選んだ理由

頻度理 由
２６興味があったから
１文化について学びたかった
３日本人や日本文化への理解が深まるから
１日本の生活がわかるようになる
１日本人の文化が触るような授業
２日本文化を知りたかった。
１日本文化関係の科目は全部取った
１文化に関するクラスは面白かった
１文化等についての情報が得られた
４自分の専門か専門に近いから
１専門の勉強をしたかった
２自分の大学でできないから
１日本人の学生との討論が面白かった
１役にたった
１空手道はすでにやっていたから武道のクラスを選んだ
１教室での授業よりも武道は日本の文化を直接触れあうきっかけになったから
１武道に興味があったから
１言語学入門は日本語に役に立つと思った
１日本文化体験クラスでたくさん勉強できた
１こういうクラスがあるから
１法学の授業も取りたかったけれども、なかった
１専門のクラスの先生方の英語能力は低かった
２無回答

表－７ 自主研究に対するコメント

頻度コメント
４とても良かった
２先生に感謝している
１とても面白かった。
１研究のためにとても役にたった
１日本文化理解のためにとても役にたった。とても感謝している
１難しかったけれども役に立つ
１武道書の翻訳はとっても勉強になった
１研究の機会をあたえられた
１小立野キャンパスは遠い
１指導教官を見つけるのがちょっと遅かった
１来る前に自主研究について考えるべき
１わたしの専門に当てはまる分野がなかったのでできなかった
１やってなかった
３１無回答
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表－８ 日本人学生との交流に満足できなかった理由

頻度理 由
２日本の学生人と会う機会があまりなかった
２日本人と話す機会が少ない
１会館外で日本人と接する機会は少なかった
１日本人の学生と一緒に何もできなかった
１日本人学生との交流はなかった
１日本人と友だちになりにくい
１個人的な意見ですが、日本人と話しにくいではないかと思う
１留学生だけで会話をした気がする
１孤立していた
１なんだかみんな西洋人に興味があるような気がする
１私の日本語力がたりなかった
２����と���������の活動以外に日本人、日本人学生と会う機会が少なかった
１����と���������は大切だが、彼等の活動はちょっと堅苦しかった
６留学生だけではなく、日本人と一緒の寮のほうがいい
４日本人と一緒のクラスが欲しい
２５無回答

表－９ どんなクラスやイベントが�����の留学生と日本人学生の交流を改善すると思いますか

頻度改善点
２����＊と���������＊はとても役にたった。
１����＊のメンバーからチューターを選ぶと友だちはつくりやすい
１����＊と���������＊の日本人学生以外に友達を作ったほうがいい。たとえばチューター
１����＊はとても大切だ。メンバー以外に日本人と話すチャンスがなかった

１
����＊と���������＊のメンバーは自分達のグループの中でお喋りなどをしたが、留学生との交
流は足りない

１����＊と���������＊の活動は面白くなかった
１����＊以外のイベントもほしい
１日本人学生のサポートに感謝している
１４日本人と一緒のクラス
４留学生だけではなく、日本人と一緒の寮のほうがいい
１集まるためのバー設ける

１
大学のイベントは留学生のためだけではなく、武道のクラスのように日本人学生と一緒に勉強
したい

１イベントは充実していると思う
１留学生以外が参加するイベントもほしい。����������	�
２日本人と一緒に催し物に参加する
１日本人の学生と一緒に旅をする
１スポーツイベント
１難しい。ディスカッション・クラスに出たが、日本人はディスカッションにあまり参加してない
１部活に参加すること
１サークルのメンバーによるサークル紹介
１部活からもっと積極性が欲しかった
１５無回答

＊留学生と交流する学生ボランティア団体
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表－１０ 住環境で良かった点

頻度良かった点
４キャンパスへの近接
１大学に近いし、自転車があれば町もそんなに遠くなかった
２スーパーが近く便利
１自然環境はいい
５寮は良かった
１７寮の部屋は良かった
４�����������は良かった
１きれい
３家賃は安い
１異文化が豊富
１留学生交流会館の学生は素晴らしかった
１他の国の人との出会い
１世界中からの人と一緒にすんだこと
１外国人と一緒だったことは最初よかったが、後になってあまりよくなかった
１みんながとても親切だった
５先生とスタッフは皆親切
２暖房と冷房
６インターネットアクセス
１独立していた
１奨学金
１家庭滞在はよかった
４無回答

表－１１ 住環境で改善するべき点

頻度改 善 点
１学生の口座は郵便局でのほうがいい
１銀行等の大切なところでは英語が通じない
１三月のお金の調整
１公衆電話の充実
１図書館の英語の本が少ない
１図書館の解放時間を長くしてほしい
５町から離れて不便
５バス代は高すぎる
３交通は不便だ
１大学までの道の照明
１大切な情報は日本語と英語で
１英語がもっと上手なチューターを利用すべき
１寮の中の共通語は英語、日本語ではなくという問題
１暖房
１暖房は高かった
１冬の間、建物の内部が寒すぎる
１洗濯機もよくなかったし、服が破れた
１コインラウンドリが臭い
１オーブンがないということを知らせて下さい
１電子レンジ
５インターネットアクセスは各部屋に欲しい
１部屋の広さがちょっと狭い
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１会館内でもっと厳しく管理して下さい
３留学生の何人かがゴミを散らかした
１留学生は�����������をもっと管理しなくてはならない
１寮の中の活動
１寮全体を禁煙にして下さい
２留学生だけではなく、日本人と一緒の寮
１日本人と一緒の寮のほうがいい。生活支援についてすべてしないで
１フライトのチケットやビザの手続きをもっとはやめに
１３無回答

表－１２ 数量化理論�類の分析結果

偏相関カテゴリー・ウェイトカテゴリ項目
０.２０２３４０.１７３０７１ 男１）性別

-０.１０３８４２ 女
０.０３７８１-０.３３８６２１ 半年２）留学期間

０.０７８１４２ 一年
０.０２０３８０.０１４３０１ 文系３）専門分野

０.０１４３０２ 文理系
-０.０３１４６３ 理系

０.０２３７６０.００８８６１ 取得４）日本語の単位取得
-０.０３８４０２ 非取得

０.０２２７２-０.０５４９３１ 取得５）修了証の取得
０.００３１９２ 非取得
０.２０８９７３ その他

０.１２１０２０.０５１５７１ はい６）来日前資料入手２�１
-０.２７８４８２ いいえ（��１）

０.０４６６２０.０１５２０１ はい７）情報入手２�２
-０.１０６３７２ いいえ（��２）

０.２６５３００.０５０７２１ 自分の興味８）�����を選んだ理由
-０.２５６３６２ 制度がある（��３改変）
０.９２８１０３ その他

０.３３５１８０.１４７０９１ はい９）日本語レベル適正３�２
-０.６３７４１２ いいえ（��５）

０.１７８２０-０.０５５４９１ はい１０）選択必修科目の有用性４�１
０.２９９６２２ いいえ（��７）

０.３８２０２０.１２５０９１ はい１１０）選択必修科目の日本理解４�２
-０.６７５４８２ いいえ（��８）

０.０３５１８-０.０２２７８１ はい１２）日本学生交流７�２
０.０３７９６２ いいえ（��１６）

０.１８６９６-０.０８５５０１ はい１３）修了証取得は修了の目標８�１
０.２１８５０２ いいえ（��１９）

０.２２７３６-０.１２００４１ はい１４）参加証は有用８�３
０.２２９１６２ いいえ（��２１）

０.００４００-０.００３６２１ ある１５）単位互換
０.００３１９２ ない（�２２）

０.３８６７４０.２４３９３１ はい１６）チューターは有効９�３
-０.３５６５１２ いいえ（��２５）
４.０９３７５定数

重相関係数（２乗） ０�６３６７１（０�４０５３９） 平均予測誤差 ０�５１４９０
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－ ８２ －

金沢大学留学生センター紀要 第６号
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